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東京西クラブ会長主題 

“Yes, we can change 「私たちは変えられる」 

“Action" 「アクション」 

「為せば、成る」No  challenge No  fruits  

 ｢未来はそれに備える人のものである｣ 

「入りたいな」と思われる楽しい会に 

 
 
 
 
 

 

 

今年度から担当主事の役割を

仰せつかりました。ホテル学校勤

務 9 年目にして始めての経験。

YMCA 全体の取組みにはまだま

だ自身も学ぶべきことも多く、皆

さまのご協力の元に YMCA の活

動報告を行わせていただきまし

た。東京西クラブの皆さまに温か

い雰囲気で迎え入れていただけ

たことには本当に感謝申しあげ

ます。先に向けての自身のやるべ

きことはもっとクラブメンバー

の方々との交流を深め、自身を知

っていただき、そしてクラブの活

動を知ることが大切だと思って

おります。YMCA の取組みを共有

させていただくと共に、皆さまの

ご意見をお聞かせいただくこと

が改めて担当主事の働きかと感

じております。 

今後は今まで以上に多くの時

間を共有させていただき、一緒に

皆さまと楽しむことが担当主事

として、まず私ができることであ

り大切なことだと思っています。 

 

 

 

 2019 年、新たな年を迎えます。

YMCA としては 3 月に山手会館

が耐震工事を終了し、リニューア

ルオープンをいたします。建物自

体が安全かつ綺麗になることは

もちろんですが、1 階フロアは仕

切りを無くし、皆さまの声がより

伝わりやすい構造になります。ス

タッフたちはより会館を地域の

方々に知っていただくこと、利用

者の方々に喜んで使っていただ

けるように、今から準備を進めて

おります。日本全体の大きな動き

としては天皇陛下が退位され、

「平成」が終わりを迎えて新たな

元号が決まります。そしてますま

す訪日外国人旅行者は増加し、

2020 東京オリンピックを目前に

控えることでより「日本」が世界

中から注目される年になること

でしょう。身近なこと、そして国

としても共通してより多くの「つ

ながり」がテーマになる年になる

と思います。皆さまと共にいい年

にしたいと思います。 

ゆったり、江古田の師走を歩く 

ＷＨＯウォーキングのご案内 

 
 
 
 
 

 
 
「た 

私鉄沿線のごく普通の駅を出

ると、思いがけない見どころが次

ぎ次ぎに現れます。 

太田道灌の古戦場跡、徳川吉宗

の鷹狩りの際の膳所、鉄道模型の

ショールーム、童謡『たきび』の

発祥の地、郷土資料館、百か所の

札所の観音像の模像などなど。 

師走の町を、われらはゆったり

と歩きます。 

期 日：12月 15 日（第 3土曜日） 

集 合：西武新宿線・新井薬師駅

改札前 9：45 

解 散：同沼袋駅 14：30 

参加費：300 円交通費は個人負担 

１１ 月 の 記 録  ニ  コ  ニ  コ 4,620円 

在 籍 者 数 

(内功労会員 ) 

１５人 

１人 
メ ネ ッ ト １人 クラブファンド 0円 

出 席 者 数 １０人 コ メ ッ ト ０人 ファンド残高 151,534円 

メーキャップ ２人 ビ ジ タ ー ４人 ホテ校ファンド 1,745円 

出 席 率 ９３％ ゲ ス ト ４人 ホ テ 校 残 高 58,399円 

前 月 修 正 － 出席者合計 １９人 ＷＨＯ参加者 ３０人  

言の内に命があった。命は人間を照らす光であった。  

光は暗闇の中で輝いている。暗闇は光を理解しなかった。 
ヨハネによる福音書１章４～５節  

 

クラブ役員 

会  長 本川 悦子 

副 会 長 高嶋美知子 

書  記 石井 元子 

会  計 河原崎和美 

担当主事 木川  拓 
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新たな時代に向けて   担当主事・木川 拓 

「たきび」の歌発祥の垣根の曲がり角 
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－１１月第２例会（事務会）－ 
日時：11 月 22 日（木） 

   19：00～21：00 

会場：ウエルファーム杉並 

出席者：石井、大野、河原崎、篠

原、高嶋、鳥越、本川、

村野、吉田 

＜報告事項＞ 

①11 月のデータを確認した。 

②11 月の月次会計報告を承認し

た。 

③WHO 高尾山行きは、東京八王

子クラブの久保田貞視さん、長

谷川あや子さんの応援を得て、

無事終了した。 

 当日の雑収入 5,000 円は、東京

YMCA 熊本地震緊急募金に贈

った。 

④WHO は開始して 21 年を迎え、

参加者の世代交代があり、参加

者の参加動機、意識にも変化が

あり、新しいルール作りの必要

性が報告された。 

⑤あずさ部長公式訪問が、1 月に

決定した。 

＜協議事項・例会関係＞ 

①12 月クリスマス例会は、高嶋

美知子さん宅で、6 時 45 分か

ら開始される。会費は 4,000円。

クリスマスメッセージを神崎

清一さんにお願いする。 

③1 月例会の卓話候補に東京多摩

みなみクラブの深尾香子さん

が挙がった。本川会長が折衝す

る。 

＜協議事項・例会以外＞ 

①篠原文恵さんが、次期会長候補

を受諾した。12 月例会で次期

会長として決定する。 

②次期会長決定に伴い、ブリテン

編集の後任を含めて、編集方

法、紙面構成、新企画などが話

し合われたが、結論は出なかっ

た。継続検討となる。 

 根底に、編集スピードと原稿不

足があることから、メンバー全

員が担当月を決めて、随筆を書

くことが決まった。 

③BF 使用済み切手の管理は、村

野絢子さんが行い、整理はメン

バー全員で行う。 

④当クラブは東日本区大会で、ホ

ストクラブ（東京サンライズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の御園生好子さんの要請によ

り、受付を担当する。 

 

１２月以降の行事 

▲2019 年 1 月 5 日（土） 

 在京ワイズ合同新年会（ホス

ト・東京多摩みなみ） 

 会場：京王プラザホテル八王子 

▲2019年 2 月 9 日（土） 

第 2 回あずさ部評議会（ホス

ト・東京八王子） 

 (書記・石井元子) 

 
クリスマス例会でカードを！ 

IBC 台北中央クラブへのクリ

スマスカードに、12 月例会でみ

なでサインしましょう。アジア太

平洋地域大会実行委員長、山本剛

史郎さんから、大会参加を呼びか

けて欲しいとの要請もありまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の強調テーマ： ＥＭＣ／Ｍ 

 早いもので本川会長の 2 期目も半年が過ぎよ

うとしています。 

この12月の例会はクリスマス例会として開催

されます。ここで振り返り、皆さんで楽しくこ

れからのクラブ活動を語り合いたいと思います 

日時：１２月２０日（木） １８：４５～２１：００ 

会場：高嶋美知子さん宅（５階） 

（杉並区堀之内 1－8－9 TEL03－3317-5596） 

会費：4,000 円（参加者すべて） 

担当：C 班（山田、大野、村野、神崎） 

ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ 

4 日 神谷 雅子  15 日 吉田 廸子 

   18 日 村野 絢子 

 
受付 村野 絢子 

司会 大野 貞次    

開会点鐘          会長 本川 悦子 

ワイズソング            一   同 

聖書朗読・感謝          大野 貞次 

挨拶・ゲスト＆ビジター紹介    本川  会長 

クリスマスメッセージ       神崎 清一 

諸報告                 本川 会長 

YMCA 報告        担当主事・木川  拓 

会 食              一  同 

ハッピーバースデー        本川 会長 

ニコニコ             一   同 

閉会点鐘              本川 会長 

１２月クリスマス例会のご案内  
 

ＷＨＯ情報が 

簡単に得られます 

 今月の WHO ウォーキングのコースの予

定と、前月の報告が、パソコンやスマホで、

写真入りで見ることが出来ます。 

http://tokyo.ymca.or.jp/community/2018/1

1/20181129-01.html      
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－１１月例会報告－ 
11 月例会は定例第 3 木曜日

18：45 から荻窪ウエルファーム

杉並にて行われました。 

この日の卓話者は、中村ルミ子

さんをお招きして｢紙芝居は人生

だ！｣と題して中村さんの創作に

なる紙芝居 4 編を演じていただ

いた。 

演目は、第 1「もも子さんとオ

レオレ詐欺」、まさに時世に即し

たテーマで、だまされない心構え

をしっかりと叩きこまれる仕掛

けが施されていました。地域の警

察署から感謝状をいただいたそ

うです。第 2「40 年目の春」、倦

怠期を迎えようとしているご夫

婦の人生紙芝居。思い当たる節、

少なからずあったのではないで

しょうか。 

第 3「いのち輝け！夢之丞（ゆ

めのすけ）」、飼い主に捨てられ

処分場に入れられた子犬の夢之

丞、処分されるのを待つ身であっ

たが災害救助犬を育てる団体に

引き取られ、失敗を繰り返しなが

らも訓練を重ねついに立派な災

害救助犬として、そのいのちを輝

かせた子犬の物語。 

無為に処分される動物のいの

ち、災害救助犬に助けられたいの

ち。いのちの大切さをつぶさに語

りかけた秀作。 

第 4「おっぱい山」、生まれた

ときから成人に至ってもなお女

性のおっぱい大好きな秩父の山

奥のおとぎ話。大人向けのたのし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い童話。 

この 4 編は、いずれも短編では

あるが噛めば噛むほど味が出て

くる作品ばかり。楽しくかつ人生

の機微に触れることのできたひ

とときでした。中村ルミ子さん、

有難うございました。 

 中村ルミ子さんは、「かみしば

い＆どうわ」を創作し出版活動を

展開している NPO 法人「じおす 

おはなし・てづくり☆ねっと」 

を主宰する創作童話作家。1991

年から 2018 年までに多数の作品

を発表し、活動を続けておられる

とのことでした。 

 なお、中村ルミ子さんを知った

きっかけは、私が、今年 3 月、東

京サンライズクラブの例会に参

加したとき、たまたま、卓話者が

中村さんで、早速わがクラブでも

お話しいただきたいとお願いし、

快諾を得て今回実現した次第。 

 今回の例会には、前月にもゲス

トとして参加されたご夫妻がお

られたが、本当に嬉しい限りと思

います。      (神谷幸男) 

出席者：石井、大野、神谷、河原

崎、高嶋、鳥越、木川、村野、本

川、吉田、＜メネット＞神谷、＜

ビジター＞深尾香さん・安藤慎次

さん（多摩みなみ）、御園生好子

さん（東京サンライズ）、大澤和

子さん（所沢）、＜ゲスト＞中村

ルミ子さん（卓話）、中村雅昭さ

ん、渡辺泰次さん、渡辺宣子さん、

＜メーキャップ＞神崎、篠原 

 

 ＹＭＣＡ Ｔｏｄａｙ  
〇国際ホテル学校の 2 年生は 12

月に海外研修へ出発します。今年

はシンガポール・香港 7 日間、シ

ンガポール 6 日間、タイ 5 日間の

3 コースに分かれて参加。現地で

は一流ホテルへ宿泊し、近年増加

傾向にある東南アジアからの訪

日外国人出身国である異文化に

触れて、多くの刺激を体感してき

て欲しいと願っています。 

〇11 月 14 日、YMCA 東山荘チャ

リティーゴルフ大会が富士カン

トリークラブで開催されました。

地元御殿場の方をはじめ、全国各

地から 64 人の方々が参加されま

した。チャリティーゴルフの益金

は総額 399,963 円となり、いただ

きました益金は、東山荘を訪れる

青少年たちに、より良い環境を提

供するため、環境整備に使わせて

いただきます。皆様のご協力に心

より感謝申しあげます。 

〇現在、改修工事中である山手会

館をより多くの地域の皆様に知

っていただくべく、山手勤務の職

員によるプロジェクトチームを

発足しました。会館活性化・交流

チーム、地域活動・発足チーム、

情報発信チーム、放課後等デイサ

ービス推進チームの 4 チームに

て 4 月以降、より多くの方々に山

手会館、そして YMCA の取組み

を知っていただけるよう、努めて

まいります。 

（担当主事 木川 拓） 
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新年例会の予告 
2019 年度の初例会に、広瀬

健あずさ部長の公式訪問があ

ります。部長は、東京西クラブ

のメンバーとの直接の意見交

換を望んでおられます。 

卓話は、先月来会された東京

多摩みなみクラブ・深尾香子会

長の「茶の湯の伝統と革新」で

す。 

言葉による「初釜」の雰囲気

も味わいましょう。 
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秋冷､秋景の高尾山山行 

ＷＨＯ１１月例会報告 

11 月 20 日は、標高 599m の高

尾山。WHO にとっては、”エベ

レスト“、とは少し大袈裟ですが、

慎重に準備して臨みました。混雑

を避けて火曜日に実行し、東京八

王子クラブの久保田貞視さんと

長谷川あや子さんにガイドを頼

みました。久保田さんは高尾山歴

30 年、長谷川さんは 15 年。毎月、

登っています。 

京王線高尾山口駅に集合した

のは 30 人。今回は、これまで参

加経験のある方に限りましたが、

いつもとは顔ぶれも雰囲気も行

動も若干違いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルカーは、130 人乗りで

7 分間隔の運行。前の週の金曜日

は 50 分待ちだったそうです。こ

の日は 20 分ほどで乗車。日本一

のこう配を一気に 471m 地点へ。 

まずは、高尾山の概要の説明を

聞き、3 グループに分かれ、自信

のある人は後ろを歩くことにし

ました。先頭は久保田さん、長谷

川さんには、スィーパーを務めて

もらいました。コースタイムはア

バウト。昼食は頂上で食べる、復

路は、薬王院で 2 時の御摩修行を

観るという 2 点だけを決めてい

ました。 

往路は、ひたすら歩け歩け。高

尾山は、古来、信仰の山であり、

時の権力者、国家によって保護さ

れてきましたから人手が加わら

ない自然林。さまざまな樹木があ

り、全山がモミジで染まることは

ありません。それぞれの樹々が秋

の彩りを見せていました。 

女坂を上り、仏舎利塔、薬王院

を過ぎます。薬王院は、744（天

平 16）年、真言宗の僧行基によ

る開山、1376（永和 2）年、飯網

権現信仰による中興によって広

まったとのこと。現在は、真言宗

智山派の総本山の有喜寺です。 

混雑の頂上で昼食。午後 1 時で

8℃。足元から寒気が。ゆったり

した下り坂を薬王院へ。余裕をも

って、ほら貝の音とともに鮮やか

な色の袈裟を付けて御摩修行に

入る僧侶たちを見ることができ

ました。 

ケーブルカーで下山、解散しま

した。歩行はケーブル高尾山駅と

頂上往復 3.6km でした。 

（吉田明弘） 

ワイズ関係の参加者は、吉田（東

京西）、中澤・藤江（東京たんぽ

ぽ）、関（石巻広域）、久保田・

長谷川（東京八王子） 

 
 
 
 

奈良信さんが 2018 年 11 月 8

日、午後 6 時 25 分召天されまし

た。95 歳でした。 

奈良信さんとの初めての出会

いは、確か 1980 年代に南東部会

が国際基督教大学のキャンパス

で開催された際、偶々席が近くで

あったので 2、3 言葉を交わした

時と記憶している。 

当時は小生ワイズ駆け出しの

新人、先方は多方面で活躍されて

いる大物、ワイズにあっては第

19 代日本区理事、他国際関係に

あっても国際副会長の要職を歴

任にされていた方であったので

それ以上のお付き合いはありま

せんでした。 

その後 1993 年に京都で開催さ

れた国際大会を契機として東京

武蔵野クラブのメンバーであっ

た海老澤義道さんの提唱によっ

て、言語の国境がない「歌」を歌

う会を海老澤義道さんが牧する

東京中野にある江古田教会で開

くこととなった。歌唱リーダーと

して明治、大正、昭和初期の童謡、

唱歌に造詣の深い奈良信さんに

お願いした。外国人が去った後

も、高齢者男女の人気が高まって

いたこの会「童謡唱歌を歌う会」

は半年に 1 回程度、毎回 70～80

人を集めて盛会であったとのこ

とでした。 

われわれ夫婦はその数年後、東

京武蔵野クラブのメンバーに誘

われてこの会に参加するように

なって、奈良信さんが病に倒れら

れるまでの約 20 年間「童謡唱歌

を歌う会」を通してお付き合いさ

せていただくことになったので

す。われわれ夫婦は常連であった

ためか何となくこの会の中核メ

ンバーとなってしまい、数人のメ

ンバーが歌の会ばかりでなく食

事会や小旅行、山中湖畔の別荘に

夏・冬お邪魔するようなお付き合

いになりました。 

今年病に倒れられて施設に入

所されたときにも何回かお会い

したいと思いましたが、その機会

に恵まれず残念に思っています。 

今は天国に在って神様、イエ

ス・キリストに抱かれて安らかな

ときの中にあることと存じます。

ご家族、特に玲子夫人のご健勝を

お祈りいたします。  

（神谷幸男） 

奈良 信さんとの交友 

高
尾
山
・
医
王
院
有
喜
寺
で
、
日
中
１
時
間
半

ご
と
に
行
わ
れ
る
御
摩
修
行
に
向
か
う
僧
侶 
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☆☆ インタビュー ☆☆ 
小倉恵一さんに聴く 

＊  ＊  ＊ 

甲府クラブの小倉恵一さんは、

今年の 7 月 1 日に施行された「東

日本区定款」に定款見直しワーキ

ングチーム（WT）の委員長とし

てかかわり、現在も定款改訂委員

会副委員長です。  （吉田明弘） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―定款改訂には、ずいぶん長く関

わられることになりましたね。 

「そうですね。改訂作業は、

2013-14 年度文献・組織検討委員

会（辻剛委員長）の時に渡邊喜代

美理事に定款改訂の提案書と実

施体制、組織についての答申書が

提出され、区役員会の承認を経て

具体的に改訂定款のタタキ台を

作る WT が発足しました。それか

ら足掛け 3 期 11 回におよぶ WT

会議を経てタタキ台が完成し、

2016-17 年度に定款改訂委員会

（辻剛委員長）に拡大承継して、

多くの方の熱いご意見をいただ

きながら醸成されて行きました。

新たな「前文」から始まる定款は、

辻委員長・田中博之書記をはじめ、

ワイズの活動が大好きで、将来を

想う多くの皆様の熱意の賜物と

思います。施行されて感無量です」 

―税理士という法律と関係された

仕事をされているので、やりよか

ったのではありませんか？ 

「法文を読む事は苦ではありま

せんので、旧定款との比較や形式

を整えるという意味では役に立

てたと思いますが、ワイズ独特の

行事や役割を熟知している訳で

はないので、早合点してメンバー

の皆様に迷惑をおかけしたこと

も多くありました」 

―税の仕事は学校を卒業して、す

ぐに就かれたのですか。 

「はい、学生時代から方向を決

めていたので､まずは勉強と､税

務署に勤め､42歳で独立しました」 

―お客さんは、ゼロから開拓され

たのですか。 

「はい。出身地（甲府）で開業

したので同級生や友人の紹介も

あり、何とかスタートできました」 

―数年前に、区の会計監査を一緒

にやったとき、小倉さんの伝票を

めくる速さに度肝を抜かれて、会

計監査は、絶対に素人がやるべき

ではないと痛感しました。 

「それは、仕事ですから。要領

（監査のポイント）もありますし、

慣れだと思います。あの時は吉田

さんから親しくワイズのことを

教えて頂き、有難うございました」 

―小倉さんは、甲府生まれ。 

「甲府で生まれて、高校まで甲

府にいました。その後は東京、川

崎で暮らしましたが、子育てや親

のこともあり甲府に戻りました」 

―どんな子どもでしたか。 

 「私が生まれて直ぐ父が召天し、

教育者だった祖父・祖母の養子と

して育てられたので、年寄りっ子

（甘えん坊）で真面目な子どもだ

ったと思います。甲府教会で幼児

洗礼を受け、日曜学校にも通って

いたことがあります」 

―お母さん（おばあさん）はノー

ベル化学賞を受賞された大村智

博士を中学校で教えられたそう

ですね。 

「博士は筆まめで、母の生前、

海外からも度々絵はがきをいた

だいていました。母はそれを見せ

てくれ『大村は努力家で、いずれ

ノーベル賞を授かる人だよ』と嬉

しそうに語っていました。先生の

本にも母のことが書かれていま

す。良い先生だったのでしょう」 

―趣味は何をおやりですか。 

「昔は茶道（裏千家）や蒔絵を

楽しんでいたのですが、今はドラ

イブやスポーツジムに行って運

動することくらいです」 

―ボーイスカウト活動にも。 

「子どもの頃から活動に参加し

ていましたので、大人になってか

らも指導者としてメネットと一

緒に活動しておりましたが、スカ

ウト（子ども）相手の体力に限界

を感じて、今は活動を支援する役

割をしています」 

―YMCA、ワイズとはどういう縁

で。 

「甲府教会の礼拝に出席した時

に、教会員でメンバーの方々に誘

われて入会しました」 

―誰に何といって誘われました。 

「先ずボーイスカウト活動で大

先輩の 2 人から『開業したならワ

イズメンズクラブに入りなさ

い！』でした。続いて他のメンも

寄ってきて『良いよ、いいよ～。

推薦するよ～』てな感じだったと

思います。 

―入会してみていかがですか。 

「色々な方と職業や立場・年齢

に関係なく、目的に向かって意見

の言い合える（互いを尊重する）

土壌が新鮮で楽しく、今まで活動

が続いている原点だと思います」 

―甲府のワイズメンの YMCA に

対する貢献は、まさに地方クラブ

ならではのものがありますね。 

「“山梨 YMCA の会館建設”が

原点で 1950 年にチャーターした

という甲府クラブの歴史があっ

て、その想い『YMCA のために尽

くそう』が強く引き継がれている

のだと思います」 

―何かをやるときの座右の銘みた

いなものをおもちですか。 

「ボーイスカウトのモットー、

『そなえよつねに』です」 

―ワイズの良さは、どこにあると

思われますか。 

「YMCAの活動を通して仲間と

一緒に次代を担う青少年の育成

事業に関われることだと思って

います。夢があって楽しいじゃな

いですか。そしてブリテンを通し

て多くの仲間の活動を共有でき

ることも魅力だと思います」 

―ありがとうございました。 
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カンボジア   岡村真理子さん 

 カンボジアに学校を贈る会

「ASAC」を知ったのは 1994 年の

暮れだった。カンボジア内戦後、

国連 UNTAC の一員として、カン

ボジアの実情を見、教育の必要性

を痛感じた岡村真理子さんが

1993 年にカンボジア政府公認の

NPO「ASAC」を立ち上げた。 

1995 年最初の 1 校目が 3 月末

の竣工式、開校式に誘われた。教

師で春休み中という事で参加し、

岡村夫妻、カメラマンの女性を含

め 12 人のツアーであった。3 月

23 日出発、翌日カンボジアのア

ウシュビッツ「トースレイン収容

所」を見学、翌 25 日午後 2 時・

日本大使館に今川大使に表敬訪

問し、「安全に注意し、よく考え

て行って下さい。」と送り出され

た。 

地雷の残る道をひたすら走り、

タケオのカンポット大学の跡、ド

ロ沼に咲く蓮の花を摘んで売る

少年、痩せた牛、お寄りした寺院

には沢山の頭骸骨が奉られてい

た。 

26 日出来上がった校舎に「ツ

ールポレイン校 ASAC より贈呈」

のプレートを付け、パパイアの記

念植樹をした。27 日式当日、知

事・教育委員会の数人・工事関係

者・僧侶も 5～6 人、何処から来

たのか沢山の人々が集まり、中に

は自転車に食べ物を乗せ売る人。 

登録できた子達だけだがユニ

セフからの教科書とノート鉛筆

を配る。初の 5 教室だけの学校が

完成した。真理子さんはクメール

語で挨拶をされた。真理子さんは

病死されたが、その後も ÄSAC

は 23 年間 137 校の学校・成人識

字教育終了者4,600人を超えたが

2018 年 3 月閉会した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

私の所属しているグース合奏

団（ガチョウの集まりではありま

せん）の第 2 回定期公演が、11

月 2１日（水）に杉並公会堂小ホ

ールでおこなわれました。 

グース合奏団は 20 人くらいの

弦楽合奏団です。毎年秋の定期公

演を目指して月 3 回練習をして

います。団員は、ほとんどが妙齢

な女性ですが、コントラバスは男

性が弾いています。男性の入会を

待っているのですが、なかなか集

まりません。 

 昨年は 30 代の若い男性ピアニ

スト兼指揮者とモーツアルトの

ピアノコンチェルト（12 番）を

演奏しました。今年は、クラッシ

ックファンでなくても、ほとんど

の方が聴いたことのある、ビバル

ディの四季のうち、秋、冬、アン

コールに夏の 3 楽章を演奏しま

した。 

ソリストは芸大卒の可愛いお

嬢さんが演奏しました。ソロに聞

きほれないで、自分の演奏をしっ

かり、遅れないようにと何度も注

意されました。私はアマチュアば

かりの楽団しか経験がないので、

緊張の連続でした。 

 定員190人のホールは8割位の

お客様に来ていただきました。 

赤いドレスを着て、キレのあるソ

ロを弾いていただいたお嬢さん

のおかげで演奏会は盛大な拍手

をいただきました。また来年も頑

張ろうと思った瞬間でした。 

 

 水彩画に挑戦中  
木原洸さんと水彩画の勉強を

始めたときから 5 年が過ぎまし

た。今も、毎月木原さん宅で行っ

ています。なかなか腕は上がりま

せんが楽しんでいます。 

12 月 3 日は木原さんが亡くな

られて 2 年が過ぎました。何かあ

るごとに木原さんが残した絵を

見ながら、皆さんと思い出話に花

を咲かせています。        

先日スケートの教え子との忘

年会で描いた絵の写真を見せた

ら、「えー、こんな趣味を持って

いるのですか、よく描けています

ね」とお世辞を言われ、少し嬉し

くなりました。 

 先生からは、いつか展覧会をや

りましょうとの声がありますが、

いつのことやらとみんなで笑い

ながら教室で頑張っています、実

行したら見に来てください（いつ

になるか？）。 12 月は来年の干

支イノシシを題材にした掛け軸

（墨絵）の製作に励んでいます。

どんなものができますか、毎年失

敗をしています。でも楽しんでい

ます。       (大野貞次) 

 

編 集 後 記 

ここのところ天候が不順で皆

さんは体調を崩してはいません

か？ 寒暖の差が激しく私は風

邪を引き、今ものどが痛く咳も出

て難儀をしています。例会には皆

さんと元気でお会いしたいもの

です。 

クリスマス例会は女性陣がい

ろいろ美味しいものを出そうと

考えておられる様です。また皆様

の差し入れも可です。楽しみまし

ょう。 

ところで今回も手配の遅れで

完成が遅れてしまいました、編集

者といたしましては失格ですね。

寄稿していただきました皆様に

は感謝いたします。ありがとうご

ざいました。      （T.O） 

旅で出会った人 ③ 
村野絢子 

 

カンボジアの寺院でのもてなし。右が

岡村真理子さん 

 

グース合奏団の演奏会  
本川悦子 


